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売り手注意。博物館取引、非営利団体の商業化
およびニューヨークのメトロポリタン博物館に関するケース
ステファン・テプラー
     本論文は、1960年から2002年までのメトロポリタン美術館のデータ分析を基に、非営利部門における現在の商業化についての論点を検討する。本件では追加研究において少なくとも2つの事項が提示されている。まずアナリストは1980年代の景気後退における商業化現象の原因を調査しつつあり、1970年代の経済危機および寄付基金の低下は商業化傾向の背後にある未踏の推進力が起因すると分析していること、次にこの現象には博物館の商業活動の活発化が動機になるとあげられている。しかしながら、変化する論理的根拠および商業活動の経済財産は、非営利団体による商業活動の長期間にわたる効果および結果と、特に増加している企業家主義に対する現在の影響力をよく理解することが重要なポイントとなる。

カナダの慈善活動における宗教の影響
アイダ・E.バーガー
カナダの人口における多文化的性質を認識することは、幅広いビジネス分野を企業に提供し、財政維持のために伝統的な基盤を越え、製品とサービスにおける潜在市場としてこれまで生かされていなかった共同体を重視することである。任意部門における競争力では同じ方針で非営利性を押し進めてきた。 しかしながら、カナダの系統的研究では、任意分野における小共同体の姿勢、社会規範、要求された利益、期待、機会、経験、行動に関しては報告されていない。本論文は、カナダ統計2000 ボランティア活動参加に関する国の調査データを用いて、宗教による慈善活動を研究する。また、宗教団体を通してカナダの人口における自発的な慈善活動の比較と対照を実施する。さらに、このような活動に対して抵抗を感じる動機付けの比較と対照を行い、カナダの多文化的社会の自発的な慈善活動における宗教の影響を与えるモデルを明確に記述し、研究する。
従業員の創造性の決定群: リトアニア非営利団体の研究
クリスティーナ・ジャスカイト、アウドレネ・キシエリン
現在の創作文献を基に、リトアニア非営利団体のサンプルにおける従業員の創造性のモデルの開発およびテストを実施する。個々の認識スタイル、本質的な動機、リーダーシップの行動、仕事設計、多様性のある文化的な基準、作業グループの関係が、従業員の創造性に関連することを仮定した。リトアニア非営利団体のデータベースから無作為に60の非営利団体を抽出し、アンケートを含むパケットを該当団体に郵送し、参加に同意してもらった。計180団体のうち122団体(67.8%の回答率)から回答を得た。結果から、革新的な認識のスタイル、本質的な動機、多様性がある文化的な基準が最も重要な要因としてあげられ、従業員の創造性における変化が41.5%みられた。 従業員の雇用と従業員の開発措置を今後の研究として提案する。
非営利事業の制度上の技術構造: 米国

ハイブリッド団体における二分野の事例研究
ケイト・クーニー
本論文は、社会的企業、非営利事業、社会的目的のための事業を参考にした成長団体の状態を研究する組織的分野をテーマとする。自営業の生活保護受給者の養成のために米国ハイブリッド団体の民族事例研究への関心が高まってきている。まず、本論文では非営利部門の商業傾向の概要と社会的な目的企業の増加について述べる。次に、新制度上の理論から主要なテーマを提示し、異なる内部組織の技術を各々必要とする2つの異なる組織的分野としてハイブリッド団体の非営利事業の枠組について触れ、さらに、新規のハイブリッドのモデル中に現れる構造的な緊張を明示する。このようにすれば、事例研究で特定された内部の組織的な緊張が浮かび上がる。最終的に、一般的な社会事業に関する症例分析に基づいて開発された組織的な場の理論における利用案について議論する。
国際ボランティア活動の構造と方法
マーガレット・シェラルド・シェラデン、ジョン・ストリングハム、シモーナ・コスタンゾ・ソー・
アマンダ・ムーア・マックブライド
国際ボランティア活動(IVS)は世界的にますます重要となり、活発化している。IVSは国際的理解の国際的な開発援助、人道支援、国際理解の促進のための方針とプログラムツールを定めている。前世紀にはIVSの活動の重要性が高まったが、活動の適用範囲、有効性、効果の研究においては遅れを取った。このため、活動の持続期間、サービスの本質、「国際化」に取り組む類型学を提言する。さらに、IVSネットワークを特定し、IVS組織の開催と派遣の処理能力を強化する団体と、本過程でほとんど認識されていない大規模の国際協力団体の創設を支援する。類型学に基づいて、活動プログラム、方針、研究影響を提示し、IVSの役割、国際的な市民社会における役割とその影響に関する知識を提示することで、人間の現状と異文化間の理解に役立つと考える。

